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研究成果の概要（和文）：革新的なシーケンス技術の進歩により、主要ながん腫についてはドライバー変異の全
体像が明らかになった一方、発がんの初期のクローン選択はどのようにして生ずるのか、その後獲得される遺伝
子変異によりどのように腫瘍内の多様性が生じるのか、また、それらはどのように癌の臨床的な振る舞いと関連
するのか、という新たな疑問が生じてきた。本研究では、代表的ながん種について、がんの初期病変・起源の細
胞とクローン進化の履歴を明らかにするのに加えて、非コード領域の遺伝子異常とその発がんにおける機能的意
義を明らかにし、さらに大規模コホートのがんの遺伝学的解析を行い、遺伝子異常が、がんの病態・臨床像に及
ぼす効果の解明を行った。

研究成果の概要（英文）：The advancement of next-generation sequencing technologies has unveiled the 
landscape of driver mutations for major cancers. However, new questions have arisen regarding the 
timing of early clonal selection in carcinogenesis, the contribution of subsequently acquired 
genetic mutations to intra-tumoral heterogeneity, and their impact on the clinical behavior of 
cancer. This study not only elucidated the early lesions and cellular origins of cancers, along with
 the history of clonal evolution, for representative cancer types, but also unveiled the functional 
significance of non-coding genetic aberrations in carcinogenesis. Furthermore, we conducted genetic 
analyses of various cancers using large cohorts to understand the effects of genetic abnormalities 
on the pathophysiology and clinical presentation of cancer.

研究分野：ゲノム解析

キーワード： ゲノム生物学　腫瘍生物学　全ゲノムシーケンス　単一細胞シーケンス　オルガノイド　クローン進化
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、がんの微小な初期病変のサンプリング、オルガノイド樹立によるクローン化とそれらの全ゲノムシ
ーケンス解析により、がんの初期病変・起源の細胞とクローン進化の履歴を明らかにした。また、独自に開発し
た遺伝子変異と遺伝子発現の単一細胞シーケンスにより、クローン進化におけるドライバー変異の機能的意義の
解明を行った。高度なゲノム解析技術とインフォマティクスに立脚した斬新な研究手法により、発がんの初期過
程から浸潤、転移、再発の全容を解明した点で、高い学術的な独自性・創造性を有するとともに、様々ながん腫
の遺伝子異常と表現型の関係を明らかにし、がんの治療予後の向上に資する社会的意義の高い研究成果を得た。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
革新的なシーケンス技術を背景とした国際的ながんゲノム解析の努力によって、今やほとん
どのがん種に関して、発がんに関わる蛋白コード領域については、主要なドライバー変異の全体
像が明らかにされた (Lawrence et al., Nature 2014)。また、こうした変異の原因と密接に結
びついた変異のシグ二チャーや、遺伝子発現・メチル化プロファイルを含むがんの遺伝学的特性
の解明や、がん組織内に存在する高度な腫瘍内多様性(Gerlinger et al., N Engl J Med. 2012)
が理解されるようになった結果、病期の進展や治療抵抗性、再発といった臨床上の重要な問題に
関する理解が進んだ。ゲノム解析に基づくがん研究は、なお進化し続けるシーケンス技術を背景
とし、多くの未解決の課題を巻き込みながら、日常診療への応用も視野に入れつつ、今後もがん
研究の大きな潮流となることは間違いない。 
  一方、これまでのがんゲノムの解析によって、癌研究の新たな課題も明らかになってきた。
このうち、①発がんのごく初期のクローン選択の過程とそのメカニズムは、近年、がん研究の分
野で特に注目を集めている課題の一つであるが、例外的な状況(Yozhizato et al., NEJM, 2016
など)を除いて、それらの過程をヒトのがんで直接的に観測することが一般には困難なことから、
なお、その詳細は明らかではない。近年、高齢健常人では、体細胞変異を伴うクローン性造血
(Jaiswal et al, N Engl J Med. 2014)や表皮のクローン拡大(Martincorena et al., Science 
2015)がしばしば認められることが報告され、それぞれ白血病や皮膚がんの前駆病変との強い関
連が示唆されているが、こうしたクローン性増殖の経時的なプロファイルやクローン選択に関
わる変異の機能的な側面に関しては、多くが不明である。また、②がんがその後、どのようにし
て、さらなる遺伝子変異を獲得しつつ高度な多様性を獲得し、浸潤や転移、治療抵抗性や再発を
来すのかについても、これらに対応した試料を用いた系統的な研究に乏しく、十分に解明されて
いない。これと関連して、ゲノムの 99%を占める非コード領域における変異や構造異常について
は、近年新たな発見が相次いでいるが、これら知見は、未だ極めて限られたものである。さらに、
③これまで同定された多数の遺伝子変異がどのように腫瘍の病型、その他の臨床像を含めた表
現系を規定しているのかについては、これらの知見の臨床的な意義を明らかにする上で必須で
あるが、これについては、近年、大規模コホートの解析による顕著な成果が報告されているもの
の (Papaemmanuil et al., NEJM, 2016; N=1,540, Makishima et al., Nature Genet, 2017; 
N=2,250, Lindsley et al., NEJM, 2017; N=1,514)、未だ限られている。 
そこで、本研究では、1) 発がんの初期のクローン選択はどのようにして生ずるのか、2) その
後獲得される遺伝子変異によってどのようにして多様性が生じ、転移や治療抵抗性の獲得、再発
にいたるのか、また、3) それらはどのように癌の臨床的な振る舞いと関連するのか、という疑
問に焦点をあててその解明を目指す。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、 
(A) 代表的ながん種について、それらの初期病変について、オルガノイド培養、レーザーマ
イクロダイセクション、単一クリプトの採取、FACS ソーティングと「単一クローンに由来する
DNA」の全ゲノムシーケンス、高度なインフォーマティクスを駆使して、がんの初期病変・起源
の細胞とクローン進化の履歴を明らかにした上で、 
(B) 全ゲノムシーケンスと長鎖リードによるシーケンス用いて、非コード領域の遺伝子異
常、構造異常とその発がんにおける機能的意義を明らかにすること、また、 
(C) 大規模コホートの標的シーケンスに基づく遺伝子異常と表現型の関係を明らかにする
こと、である。 
 
３．研究の方法 
A. がんの初期病変・起源の細胞とクローン進化の履歴の解明 
A-1 初期膵がん、切除後残存膵由来のオルガノイド樹立とマウスモデル解析によるクローン選択
メカニズムの解明 
膵がんの外科的切除標本、超音波内視鏡下での吸引針生検検体等から、オルガノイド培養を行う。
これらの系により、膵がん細胞や一見正常に見える膵臓組織におけるクローン履歴の推定と、培
養下あるいはマウスモデルでの前向きなクローン進展の過程の解析、および薬剤や遺伝子操作
での解析をあわせ、膵がんのクローン進展の全容を明らかにする。 
A-2 健常大腸粘膜および aberrant crypt foci (ACF)/UC 粘膜におけるクローン進化の解明 
正常大腸粘膜、Aberrant Crypt Foci (ACF)、また、潰瘍性大腸炎の大腸粘膜より、腸管再生の
最小単位(幹細胞の単位)である陰窩を、それらの位置情報を記録しつつ単離・増幅し、エクソー
ムシーケンスを行う。集簇した陰窩で共有されるドライバー変異やそれ以外の変異を評価し、ク
ローン拡大の程度と、拡大の履歴を解析する。また、ACF と正常粘膜、潰瘍性大腸炎と正常粘膜
をドライバー変異、クローン構造の観点から解析することにより、がんの初期病変の起源につい



て明らかにする。 
A-3 正常乳管と初期乳がんのクローン拡大の解明 
乳がん患者の手術摘出検体や生検検体を用いて、同一患者由来の正常乳管組織を含む各進展段
階の乳腺組織をマイクロダイセクションで分離する。検体の一部を用いてオルガノイド培養を
おこない単一細胞由来コロニーを作成し全ゲノム解析を行う。初期のクローンの進化とこれに
関わる重要な遺伝子の同定、さらには、変異獲得年齢の推定を行うことにより、がんの初期病変
の起源を考察する。 
A-4 クローン性造血の解析 
クローン性造血保有者を含む健常人や、造血器腫瘍発症患者由来のシングルセルコロニーに対
して全ゲノムシーケンスを実施することで、バルクの検体では評価できないような微細な造血
幹細胞クローンに蓄積しているゲノム異常の全貌を評価する。 
A-5 単一細胞シーケンスによる解析 
我々は RNA を標的として変異と遺伝子発現プロファイルを同時測定する手法を開発した。本手
法を用いて、クローン性造血や前白血病クローンの起源と機能的特性の解析を行う。 
B. 非コード領域の遺伝子異常、構造異常の解明 
全ゲノムシーケンスと、長鎖リードシーケンス(Nanopore, PacBio)ないし疑似長鎖リードを補
完的に用いることにより、未知の 99%の領域についてがんゲノムの構造異常の解明を試みる。さ
らに多層オミクス解析を用いて、非コード領域のエピジェネティクス異常の網羅的解析を行う。 
C. 遺伝子異常が、がんの病態・臨床像に及ぼす効果の解明 
さまざまな腫瘍の大規模ながん試料の解析により、病型依存性、治療反応性、予後等の関連につ
いて解析する。また、共存ないし排他する遺伝子変異を解析するとこにより、がんの進化の過程
におけるドライバー変異の相互依存関係を明らかにすることで、がんの多様性の獲得のメカニ
ズムを考察する。マウスモデルを用いて新規遺伝子異常の機能解析を行う。 
 
４．研究成果 
A. がん細胞の起源とクローン進化の解明 
A-1 初期膵がん、切除後残存膵由来のオルガノイド樹立と全ゲノムシーケンシンスによるクロー
ン履歴の推定とマウスモデル解析によるクローン選択のメカニズムの解明（小川、江藤、研究協
力者：垣内、妹尾、平野） 
膵癌患者 21 名および非膵癌患者 17 名の非癌部の膵管からマルチサンプリングし、合計 333 株
の膵管オルガノイドを樹立し、全ゲノムシーケンスを行った（34 症例 116 検体）。正常な膵管細
胞では、全ゲノムあたり年間 27 個の変異を蓄積すること判明した。癌患者の一部の症例では、
非癌部の膵管にも KRAS 変異をもつクローンの拡大がみられた。非膵癌患者の膵管オルガノイド
では KRAS 変異はみられず、膵癌患者の膵管に特異的な選択が働く可能性が示唆された。 
 
A-2 健常大腸粘膜および aberrant crypt foci (ACF)/UC 粘膜における単一クリプトの単離と時
間・空間的なクローン進化の解明（小川、研究協力者：垣内、妹尾、坂井） 
 様々な年齢の健常人および潰瘍性大腸炎(UC)患者の大腸から単一陰窩を採取し、全エクソン
解析を行った結果、健常人の大腸陰窩では遺伝子変異数は加齢に従って全エクソンあたり年間
0.61 変異の速度で遺伝子変異を蓄積すること、UC 患者では、最大で約 3倍の速度（年間 1.91 変
異）で変異を蓄積することが明らかになった。 
UC 症例の大腸粘膜と、炎症性大腸がんの微少サン
プリングによる大規模なゲノム解析を行い、UC 粘
膜では、IL-17 シグナル経路の遺伝子変異を獲得
した細胞が増加していること、またこの経路の
NFKBIZ 等の変異は大腸がんではほとんど認めら
れないこと、さらにこれらの遺伝子に変異を獲得
した上皮細胞は発がんしがたいことを明らかに
した(図 1)。(垣内ら、Nature 2020) 
 
A-3 正常乳管と初期乳がんのマイクロダイセクション、オルガノイド培養によるクローン拡大の
解明(小川、中川、片岡、研究協力者：西村、戸井、垣内)  
正常乳腺由来試料から分離した乳管上皮細胞を用いて単一細胞由来のオルガノイド培養を行い、
全ゲノムシーケンスを行った（21 症例 64 検体）。閉経前は全ゲノムあたり年間 19.5 個の速度で
変異が蓄積するのに対し、閉経後の変異蓄積速度は年間 8.1 個に低下し、さらに出産を 1回経験
するごとに変異数は 54.8 個減少した。乳腺における変異の蓄積には、加齢に加え、エストロゲ
ンの増減を伴う女性特有のライフイベントが影響を与えることが示唆された。さらに、乳がんの
発がん初期の遺伝学的なクローン進化の履歴を辿るために、乳がん患者 5 例の手術検体を用い
て、同一乳腺内のがん病変と前がん病変からマイクロダイセクションによる多部位サンプリン
グ（合計 69 検体）と全ゲノムシーケンスを行い、様々な進展段階の病変のクローン構造を比較

図１ 



解析した。正常乳管上皮細胞の変異蓄積速度を用いた時期推定を行うと、der(1;16)転座陽性乳
がんでは思春期前後に der(1;16)転座を獲得し、その後数十年をかけて乳がんの発症に至ったと
推定された。der(1;16)転座を獲得した非がんクローンは乳腺の中を数 cm 単位で広範に拡大し、
各所で異なるクローン進化を遂げながら正常な上皮から前がん病変、乳がんに至るまで多彩な
形態の上皮を形成したことが明らかに
なった。一方で、臨床的には正常な乳腺
における非がん上皮 77 検体のクローン
構造を解析すると、思春期前後に生じた
der(1;16)陰性のクローンは 1cm を超え
て広がることはなかった(図 2)。これら
の結果から、非がんクローンの広範な拡
大とこれに続く多発クローン進化・発が
んは乳がんの約 20%を占める der(1;16)
陽性乳がんに特徴的な発がん様式であ
ると考えられた（西村ら、Nature 2023）。 
 
A-4 クローン性造血の解析（中川、南谷、牧島、小川、研究協力者：佐伯） 
クローン性造血は、加齢と共に頻度が上昇する血液腫瘍の
前がん病変であるが、心血管疾患等様々な疾患とも関連が判
明し、近年注目されている。我々は遺伝子異常とコピー数異
常の統合解析を実施し、その予後への影響を明らかにした。
その結果、特定の遺伝子変異とコピー数異常の組み合わせが
特に強い共存関係を示し、いずれか単独の場合に比較して共
存した場合、血液腫瘍や心血管疾患のリスクを協調的に上昇
させることが判明した(図 3 A, B) (佐伯ら、Nat. Med. 
2021 )。また、クローン性造血は近年 COVID-19 の重症化に
も関わることが示唆されており、新型コロナタスクフォース
に登録された約 5,000 例について、遺伝子変異とコピー数異
常に基づくクローン性造血の評価を行った。その結果、クロ
ーン性造血の中でも重症化リスクの高いサブタイプをゲノ
ム異常に基づき特定できることが判明し(図 3 C)、血球の遺
伝子発現や血漿タンパクのプロファイルにおいても連動し
た炎症関連パスウェイの変動を認め(図 3D)、クローン性造
血による COVID-19 の重症化メカニズムについて新たな示唆
が得られた。 
 
A-5 単一細胞シーケンスによる解析 （中川、小川） 
変異を有するクローンの細胞レベルでの表現型を解析するため、遺伝子変異と遺伝子発現を同
時に同一の細胞で同定可能な系を開発した。この系を用いて、クローン性造血を有する高齢者、
および同年代の対象症例の骨髄の CD34 陽性造血幹細胞・前駆細胞分画の解析を行った。DNMT3A, 
TET2, SF3B1,SRSF2, IDH1, IDH2 の変異をそれぞれ有する複数の症例において、同一症例内の変
異細胞と野生型との比較を行った。興味深いことに、変異を有する細胞では Inflammatory 
response に関連する遺伝子の発現が低下しており、高炎症環境での選択により適した細胞であ
ると考えられた。さらに興味深いことに、TET2 変異を 10％程度の細胞が有する複数症例での、
変異を有しない野生型の細胞は、変異を有しない対象症例の細胞と比較し、増殖経路やインター
フェロン反応の上昇を認めた。これらの結果から、変異クローンはクローン拡大のごく初期から、
細胞自律性だけでなく、非細胞自律性の影響を有することで、自身のクローン拡大に寄与する可
能性が示された。 
 
B.非コード領域の遺伝子異常、構造異常の解明（南谷、中川、小川、研究協力者：越智） 
急性骨髄性白血病(AML) 500 例の日本人患者検体を収集し、ターゲットシーケンス、RNA シー
ケンス、ATAC シーケンスを実施した。低頻度の新規遺伝子変異を同定したほか、AML のサブグ
ループに特有の遺伝子発現パターンや、クロマチン制御機構を解明した。また、現在の WHO 分
類に規定されない新規 AML サブグループを同定し、固有の臨床所見や遺伝子異常パターンを呈
することを明らかにした。以上よりゲノミクスに加えて多層オミクス解析を実施することで、
AML の分子機構と分子分類について新規の知見をもたらした。 
 
C. 遺伝子異常が、がんの病態・臨床像に及ぼす効果の解明（南谷、牧島、依田、江藤、昆、小
川、研究協力者：藤井、越智、竹田、奥田） 
C-1  TP53 アレルの状態による病態像の相違と臨床的影響の解明  

図 2 

図 3 



MDS にみられる TP53 変異は、アリルの状態によって 1-hit 症例と multi-hit 症例に分類され
る。multi-hit 症例は核型異常が多く、他のドライバー変異の併存が少ないが、1-hit 症例は逆
に核型異常が少なく他のドライバー変異が多いという遺伝学的特徴がみられた。Multi-hit 症例
は WHO 分類における AML-MRC、EB1、EB2 の割合が多く、とくに治療関連性 MDS (t-MDS)が多いこ
とが特徴であった。IPSS-R によるリスク分類では、multi-hit 症例では very poor の症例の割合
が高かった。Multi-hit 症例の予後は、TP53 変異のない症例と比べて有意に不良であるが、興味
深いことに 1-hit 症例の全生存率(OS)と、AML
への進展の累積割合は、TP53 陰性群のデータと
ほぼ同じであった(図 4 A,B)。OS と AML への進
展に対する多変量解析を行うと、multi-hit 変
異の存在は OS、AML への進展ともに有意かつ大
きな影響を有しており、多変量解析でも独立し
た予後不良因子として抽出された。(Bernard,
南谷ら Nat.Med.2020 ) 
 
C-2 慢性骨髄性白血病のクローン進化に関わる遺伝子異常の解明 
慢性骨髄性白血病(CML)はフィラデルフィア染色体異常によって発症する造血器腫瘍である。
慢性期・急性転化期の患者由来骨髄細胞のターゲットシーケンス解析を実施し、CML のクローン
進化に関わる遺伝子異常を網羅的に同定した。慢性期には ASXL1 変異が高頻度に認められるが
他の遺伝子異常は稀であった。一方、急性転化期には RUNX1、TP53、ABL1 変異や染色体異常をは
じめ、多数の遺伝子異常が獲得されていることが分かった。また、こうした遺伝子異常のいくつ
かは急性転化期患者の予後を予測する因子であることから、変異解析による患者層別化の可能
性が示唆された。以上より CML のクローン進化における遺伝子異常の獲得と臨床的意義の全容
を明らかにした。(越智ら、Nat.Commun. 2021)  
 
C-3 急性赤白血病(AEL)の遺伝子異常の網羅的解析 
急性赤白血病(acute erythroid leukemia: AEL)は幼弱な赤芽球の顕著な増殖を特徴とする稀
な白血病であり、未だ有効な治療法が確立されていない。我々は、包括的なマルチオミクス解析
により AEL が赤血球系の顕著な増殖の原因と考えられるゲノムの異常の全貌を解明した。さら
に、AEL を特徴づける変異が JAK-STAT シグナルパスウェイ亢進に寄与していることを明らかに
し、これらの異常を有する急性赤白血病に対して、JAK1/2 阻害剤が有効であることを、患者腫
瘍組織移植モデル用いて明らかにした。(竹田ら、Blood Cancer Discov. 2022) 。 
 
C-4 der(1;7)(q10;p10)陽性の骨髄異形成症候群のクローン進化メカニズムの解明 
アジア人に高頻度で認められる不均衡転座、der(1;7)(q10;p10)は 1 番染色体と 7 番染色体の
間で DNA 複製時に発生する派生性染色体である。我々は、der(1;7)(q10;p10)陽性症例の遺伝子
変異とコピー数異常を解析し、この不均衡転座はほとんどの症例で早い段階で入る異常である
ことが判明した。約 16 万の健常人のコピー数検査を行ったところ、29 症例で der(1;7)(q10;p10)
コピー数異常が見つかり、このうち 4 症例が骨髄異形成症候群や関連疾患によって亡くなった
ことから、この不均衡転座が病気の進行を促すことが示唆された。(奥田ら、投稿中)  
 
C-5 DDX41 変異をもつ先天性骨髄系腫瘍のクローン進化過程の解明 
先天性急性骨髄性白血病（AML）の素因のうち最も頻度が高い DDX41 胚細胞性変異に関して、臨
床的に有用なエビデンスを確立するために、5000 症例以上の骨髄系腫瘍の網羅的なゲノム解析
を通じて、疾患リスクのより正確な定量と浸透率を算出し、さらに臨床経過および予後・治療効
果の予測に関する解析を行い、今後臨床の現場において有用となりえる複数の新規エビデンス
を報告した(牧島ら、Blood 2023) 
 また、骨髄系腫瘍の発症における DDX41 変異アレルの役割を解明するために、Ddx41 条件的ノ
ックアウトマウスおよびホットスポット体細胞変異(p.R525H)に関する条件的ノックインマウス
を構築し、Ddx41 変異は自然免疫伝達経路やリボソーム生合成の異常を介して病態に関与する
ことを明らかにした。DDX41 変異前がん細胞と、DDX41 胚細胞変異細胞により形成される周囲微
小環境との相互作用とを模倣したマウスモデルの解明を通じて、Ddx41 R525H/-骨髄細胞が、周囲
の造血に非細胞自律的な影響を及ぼすことも明らかにした。(昆ら, 投稿準備中) 
 
C-6 腎盂尿管がんの遺伝子異常の網羅的解析 
199 例の腎盂尿管がんの手術症例の解析を行い、遺伝子変異に基づくサブタイプ分類と予後・
病理学的背景の相関を明らかにした。さらに、尿沈渣を解析することで、原発巣の遺伝子変異を
検出が可能であった。これらの結果は、非侵襲的検査である尿沈渣を用いて、腎盂尿管がんの診
断、サブタイプ分類、予後予測および治療方針の決定ができる可能性を示唆する結果が得られた。
（藤井ら, Cancer Cell, 2021）。 
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 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無
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 １．著者名
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 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 １．著者名  ４．巻
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 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
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Cancer Science 784～794

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 １．著者名  ４．巻
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 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
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 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －
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 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無
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 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁
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 オープンアクセス  国際共著
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 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無
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 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁
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 オープンアクセス  国際共著
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 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －
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 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁
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 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
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 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
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 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する

 １．著者名  ４．巻
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 ４．巻
Nguyen Tran B.、Ogawa Seishi., et al. 80
 １．著者名
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 １．著者名  ４．巻
Secardin Lise、Limia Cintia Elisabeth Gomez、di Stefano Antonio、Bonamino Martin Hernan、Saliba
Joseph、Kataoka Keisuke、Rehen Stevens K.、Raslova Hana、Marty Caroline、Ogawa Seishi、
Vainchenker William、Monte-Mor Barbara da Costa Reis、Plo Isabelle

44

10.1016/j.exphem.2019.06.001
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 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無
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 １．著者名  ４．巻
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 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁
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 オープンアクセス  国際共著
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Becker Heiko、Greve Gabriele、Kataoka Keisuke、Mallm Jan-Philipp、Ogawa Seishi, et al. 3
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 ２．論文標題  ５．発行年
Genetics of MDS

Blood 1049～1059

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無
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 １．著者名
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 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁
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 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
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臨床血液 39～45
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 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁
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 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
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 オープンアクセス  国際共著
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Tomonori Hirano, Nobuyuki Kakiuchi, Yasuhide Takeuchi, Tomomi Nishimura, Toshihiko Masui, Sachiko Minamiguchi, Hironori
Haga,

Rurika Okuda, Seishi Ogawa, et. al

EHA 2022（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Clonal evolution of mammary epithelial cells into breast cancers

Amplified EPOR/JAK2 genes definea unique subtype of acute erythroid leukemia

Genetic analysis of metachronous pancreatic cancers

Unbalanced translocation der(1;7)(q10;p10) as a distinct sub-type in myelodysplastic syndromes



2022年

2022年

2022年

2022年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

The 27th Congress of the European Hematology Association（国際学会）

The 81st Annual Meeting of JCA（招待講演）

The 81st Annual Meeting of JCA

 ３．学会等名

Yotaro Ochi, Hiroshi I Suzuki, Seishi Ogawa

Hirona Maeda, Nobuyuki Kakiuchi, Takashi Ito, Eri Ogawa, Masahiro Shiokawa, Norimitsu Uza, Yoko Tanaka, Yasuhito Nanya,
Hideki Makishima, Hiroaki Yasuda, Yuzo Kodama, Shinji Uemoto, Satoru Miyano, Seishi Ogawa

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Yotaro Ochi

June Takeda, Seishi Ogawa, et. al

Japan Adult Leukemia Study Group 35th Anniversary International Symposium（招待講演）（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

Molecular mechanism of leukemogenesis caused by cohesin mutations

Clonal expansion in bile duct associated with chronic inflammation

Clonal evolution and clinical implications of genetic abnormalities in blastic transformation of chronic myeloid leukemia

Amplified EPOR/JAK2 genes definea unique subtype of acute erythroid leukemia

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2022年

2022年

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
若手膵臓研究会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

The 81st Annual Meeting of JCA

Ryunosuke Saiki, Seishi Ogawa, et. al

Ryunosuke Saiki, Seishi Ogawa, et. al

平野 智紀、増井 俊彦、小川 誠司

平野智紀 、垣内伸之 、瀧本郁久 、筑後孝紀 、中西梨沙 、安田宗司 、 横出正隆 、松本慎平 、村本雄哉 、太田彩貴子 、中村武晴 、
岡田浩和 、 曽我部裕子 、美馬淳志 、上田樹 、桒田威 、西川義浩 、丸野貴久 、 松森友昭 、塩川雅広 、宇座徳光 、妹尾浩

The 81st Annual Meeting of JCA

日本消化器病学会総会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

Integrated analysis of gene mutations and copy- number alterations in clonal hematopoiesis

The landscape of genetic alterations in clonal hematopoiesis and impacts on clinical outcomes

異時性・同時性多発膵癌の遺伝子解析

異時性・同時性多発膵癌の遺伝子解析

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2022年

2022年

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第30回日本乳癌学会学術総会

第81回日本癌学会学術集会

第81回日本癌学会学術総会

西村　友美, 垣内　伸之,　吉田　健一,　竹内　康英,　前田　紘奈,　南谷　泰仁　、塩澤　裕介, 中川　正宏,　越智　陽太郎,　佐伯
龍之介, 片岡　竜貴, 桜井　孝規, 馬場　郷子, 白石　友一, 千葉　健一, 竹内 賢吾, 羽賀　博典, 宮野　悟, 戸井　雅和, 小川　誠司

Ayana Kon, Masahiro M Nakagawa, Keisuke Kataoka, Hideki Makishima, Manabu Nakayama, Haruhiko Koseki, Yasuhito Nannya, Seishi
Ogawa

Akinori Yoda, Daisuke Morishita, Yotaro Ochi, Akio Mizutani, June Takeda, Hirokazu Tozaki, Yoshihiko Satoh, Yasuhito Nannya,
Hideki Makishima, Hiroshi Miyake, Seishi Ogawa

Rurika Okuda, Yotaro Ochi, Kazuhisa Chonabayashi, Masashi Sanada, Hiroshi Handa, Yuichi Shiraishi, Shigeru Chiba, Takayuki
Ishikawa, Kazuma Ohyashiki, Yoshiko Atsuta, Satoru Miyano, Hideki Makishima, Yasuhito Nannya, Seishi Ogawa

第81回日本癌学会学術総会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

正常乳管上皮細胞から乳癌に至るクローン進化

Elucidating the mechanism of clonal evolution of DDX41 mutated cells in myeloid malignancies

CTX-712, a novel splicing modulator targeting myeloid neoplasms

不均衡転座der(1;7)(q10;p10)を有するMDSと関連疾患の特徴



2022年

2022年

2022年

2022年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第81回日本癌学会学術総会

第81回日本癌学会学術総会

第81回日本癌学会学術総会

 ３．学会等名

Xingxing Qi, Seishi Ogawa, et. al

Takuto Mori, Seishi Ogawa, et. al

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Tomomi Nishimura, Nobuyuki Kakiuchi, Kenichi Yoshida, Takaki Sakurai, Tatsuki R. Kataoka, Morio Sawada, Yasuhide Takeuchi,
Hirona Maeda, Satoko Baba, Junko Takita, Satoru Miyano, Masaki Mandai, Kengo Takeuchi, Hironori Haga, Masakazu Toi, and
Seishi Ogawa

Koichi Watanabe, Nobuyuki Kakiuchi, Shiro Takamatsu, Sachiko Kitamura, Mana Taki, Koji Yamanoi, Ryusuke Murakami, Ken
Yamaguchi, Junzo Hamanishi, Hiroko Tanaka, Satoru Miyano, Masaki Mandai, Seishi Ogawa

第81回日本癌学会学術総会（招待講演）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

Mis-splicing due to somatic U2AF2 mutations in myeloid neoplasms

Cooperative effects of SRSF2 and STAG2 mutations on development of myelodysplastic syndrome and its related disorders.

Clonal evolution of mammary epithelial cells into breast cancers

Clonal expansion with driver mutations in human normal endometrium

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2022年

2022年

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
第84回日本血液学会学術集会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第81回日本癌学会学術総会

Kosuke Ieiri, Nobuyuki Kakiuchi, Yoichi Fujii, Tomonori Hirano, Tomomi Nishimura, Hirona Maeda, Tatsuki Ogasawara, Yoshihiro
Ishida, Yoshikage Inoue, Satoru Miyano, Masaki Shiota, Junichi Inokuchi, Hideki Makishima, Masatoshi Eto and Seishi Ogawa

Tomonori Hirano, Nobuyuki Kakiuchi, Yasuhide Takeuchi, Toshihiko Masu, Yuichi Shiraishi, Satoru Miyano, Norimitsu Uza, Yuzo
Kodama, Atshiro Masuda, Takeshi Tanaka, Hiroshi Seno, and Seishi Ogawa

Akinori Yoda, Daisuke Morishita, Yotaro Ochi, Akio Mizutani, June Takeda, Hirokazu Tozaki, Yoshihiko Satoh, Yasuhito Nannya,
Hideki Makishima, Hiroshi Miyake, Seishi Ogawa

Rurika Okuda, Seishi Ogawa, et. al

第81回日本癌学会学術総会

第84回日本血液学会学術集会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

Genomic analysis of normal kidney

Genetic analysis of synchronous and/or metachronous multiple pancratic cancers

CTX-712, a novel splicing modulator targeting myeloid neoplasms

der(1;7)(q10;p10) as a distinct subtype in myelodysplastic syndromes

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2022年

2022年

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第84回日本血液学会学術集会

第84回日本血液学会学術集会

第84回日本血液学会学術集会

Takuto Mori, Seishi Ogawa, et. al

Ayana Kon, Masahiro M Nakagawa, Keisuke Kataoka,Hideki Makishima, Manabu Nakayama, Haruhiko Koseki, Yasuhito Nannya, Seishi
Ogawa

Masahiro M Nakagawa, Ryosaku Inagaki, Yutaka Kuroda, Yasuhito Nannya, Ryunosuke Saiki, Yotaro Ochi, June Takeda, Zhao
Lanying, Xingxing Qi, Akinori Yoda, Ayana Kon, Nobuyuki Kakiuchi, Hideki Makishima, Shuichi Matsuda and Seishi Ogawa

Masahiro M Nakagawa, Ryosaku Inagaki, Yasuhito Nannya, Ryunosuke Saiki, Yotaro Ochi, June Takeda, Zhao Lanying, Xingxing Qi,
Akinori Yoda, Ayana Kon, Nobuyuki Kakiuchi, Hideki Makishima, Shuichi Matsuda and Seishi Ogawa

第81回日本癌学会学術総会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Cooperative effects of SRSF2 and STAG2 mutations on development of myelodysplastic syndrome and its related disorders.

Elucidating the mechanism of clonal evolution of DDX41 mutated cells in myeloid malignancies

Distinct pathogenesis of clonal hematopoiesis revealed by single-cell multi-omics sequencing.

Distinct pathogenesis of clonal hematopoiesis revealed by single-cell multi-omics sequencing.



2022年

2022年

2022年

2022年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第84回日本血液学会学術集会

第84回日本血液学会学術集会

The 81st Annual Meeting of JCA

 ３．学会等名

Ryunosuke Saiki, Seishi Ogawa, et. al

Yoshikage Inoue, Nobuyuki Kakiuchi, Kenichi Yoshida, Yasuhito Nanya, Yusuke Shiozawa, Yasuhide Takeuchi, Yoichi Fujii,
Yuichi Shiraishi, Kenichi Chiba, Tetsuichi Yoshizato, Youko Tanaka, Satoshi Nagayama, Kazutaka Obama, Satoru Miyano and
Seishi Ogawa

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Hideki Makishima, Seishi Ogawa, et. al

Hideki Makishima, Seishi Ogawa, et. al

第81回日本癌学会学術総会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

The impact of clonal hematopoiesis on the risk of severe COVID-19 infection

Molecular classification and risk stratification of colorectal cancer

Germline DDX41 mutations define a unique subtype of myeloid neoplasms.

Germline DDX41 mutations define a unique subtype of myeloid neoplasms.

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2022年

2022年

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
第84回日本血液学会学術集会（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

American Association for Cancer Research Annual Meeting 2022（国際学会）

Yoshikage Inoue, Nobuyuki Kakiuchi, Kenichi Yoshida, Yasuhito Nanya, Yusuke Shiozawa, Yasuhide Takeuchi, Yoichi Fujii,
Yuichi Shiraishi, Kenichi Chiba, Tetsuichi Yoshizato, Youko Tanaka, Satoshi Nagayama, Kazutaka Obama, Satoru Miyano and
Seishi Ogawa

Seishi Ogawa

Seishi Ogawa

Seishi Ogawa

AOS 2022（招待講演）

第5回日本腫瘍循環器学会（招待講演）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

Molecular classification and risk stratification of colorectal cancer

Clonal evolution in normal tissues

遺伝子変異とゲノムコピー数以上からみた日本人集団におけるクローン性造血

先端ゲノム技術によるリンパ腫の病態解明

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2022年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

The 81st Annual Meeting of JCA（招待講演）

American Association for Cancer Research Annual Meeting 2021（国際学会）

American Association for Cancer Research Annual Meeting 2021（国際学会）

Seishi Ogawa

Tomomi Nishimura, Seishi Ogawa,et al.

Yoshikage Inoue, Nobuyuki Kakiuchi, Kenichi Yoshida, Yasuhito Nanya, Yusuke Shiozawa, Yasuhide Takeuchi, Yoichi Fujii,
Yuichi Shiraishi, Kenichi Chiba, Tetsuichi Yoshizato, Satoshi Nagayama, Yoshiharu Sakai, Seishi Ogawa

Yoshihiro Ishida; Nobuyuki Kakiuchi; Yoichi Fujii; Tomonori Hirano; Yoshikage Inoue; Tomomi Nishimura; Tatsuki Ogasawara;
Hirona Maeda; Yuichi Shiraishi; Kenichi Chiba; Hiroko Tanaka; Satoru Miyano; Atsushi Otsuka; Kenji Kabashima; Seishi Ogawa

American Association for Cancer Research Annual Meeting 2021（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Understanding of life history of cancer and early diagnosis/prevention of cance

Clonal evolution of proliferative lesions into breast cancers

Molecular classification and risk stratification of colorectal cancer

Clonal expansion of skin keratinocyte



2021年

2021年

2021年

2021年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第29回　日本乳癌学会学術総会

第86回日本泌尿器科学会東部総会

2021 JCA-AACR 2021 Precision Cancer Medicine International Conference（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

藤井陽一、佐藤悠佑,垣内伸之, 白石友一, 西松寛明,岡根谷利一, 牧島秀樹, 川合剛人, 中川徹, 宮野悟, 小川誠司, 久米春喜

Seishi Ogawa

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Seishi Ogawa

西村　友美、垣内　伸之,　吉田　健一,　竹内　康英,　前田　紘奈,　塩澤　裕介, 中川　正宏,　越智　陽太郎,　佐伯　龍之介, 川田
有希子, 片岡　竜貴　, 桜井　孝規, 馬場　郷子, 白石　友一, 千葉　健一, 竹内 賢吾, 羽賀　博典, 宮野　悟, 戸井　雅和, 小川　誠
司

AACR Annual Meeting 2021（招待講演）（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

尿路上皮癌における尿中ゲノムバイオマーカーの臨床応用の可能性,

Clonal expansion in apparently normal tissues

Clonal evolution and chronic inflammation

乳管上皮増殖性病変から乳癌へ至るクローン進化

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
The 83th Annual Meeting of the Japanese_Society of_Hematology（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

The 83th Annual Meeting of the Japanese_Society of_Hematology

Yotaro Ochi, Seishi Ogawa,et al.

Ayana Kon, Masahiro M Nakagawa, Keisuke Kataoka, Ryosaku Inagaki, Hideki Makishima, Manabu Nakayama, Haruhiko Koseki,
Yasuhito Nannya, Seishi Ogawa

Nannya Yasuhito,  Seishi Ogawa,et al.

Yasuhito Nannya

The 83th Annual Meeting of the Japanese_Society of_Hematology

The 83th Annual Meeting of the Japanese_Society of_Hematology

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

Clonal evolution and clinical impact of genetic lesions in blast crisis of chronic myeloid leukemia

The molecular pathogenesis of DDX41-mutated myeloid neoplasms

Post- azacitidine clone size predicts long-term clinical outcome of patients with myelodysplastic syndromes and acute
myeloid leukemia

造血器腫瘍臨床におけるパネル検査の活用 ~生殖細胞系列変異~

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

The 80th Annual Meeting of the Japanese_Society of_Hematology

The 80th Annual Meeting of the Japanese_Society of_Hematology

第1回 関西共創の場 若手人材育成セミナー（招待講演）

Masahiro M Nakagawa12, Ryosaku Inagaki123, Yasuhito Nannya1, Zhao Lanying15, Yotaro Ochi1, June Takeda1, Xingxing Qi1,
Akinori Yoda1, Ayana Kon1, Tetsuichi Yoshizato6, Nobuyuki Kakiuchi1, Hideki Makishima1, Shuichi Matsuda4 and Seishi Ogawa156

Ryunosuke Saiki,  Seishi Ogawa,et al.

垣内 伸之

Akinori Yoda, Daisuke Morishita, Yotaro Ochi, Akio Mizutani, June Takeda, Hirokazu Tozaki, Yoshihiko Satoh, Yasuhito Nannya,
Hideki Makishima, Hiroshi Miyake, Seishi Ogawa

The 83rd Annual Meeting of the Japanese_Cancer_Association

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Non-cell autonomous effects of mutated cells in the pathogenesis of clonal hematopoiesis.

Combined landscape of single-nucleotide variants and copy-number alterations in clonal hematopoiesis

慢性疾患の克服を目指した細胞のクローン進化の解析

CTX-712, a novel CLK inhibitor targeting myeloid neoplasms with SRSF2 mutation



2021年

2021年

2021年

2021年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

16th International Congress on Myelodysplastic Syndromes（国際学会）

The 80th Annual Meeting of the Japanese Cancer Association

The 83rd Annual Meeting of the Japanese_Cancer_Association

 ３．学会等名

Akinori Yoda, Daisuke Morishita, Yotaro Ochi, Akio Mizutani, June Takeda, Hirokazu Tozaki, Yoshihiko Satoh, Yasuhito Nannya,
Hideki Makishima, Hiroshi Miyake, Seishi Ogawa

越智陽太郎

 ２．発表標題

 ２．発表標題

June Takeda ,  Seishi Ogawa,et al.

Ryunosuke Saiki,  Seishi Ogawa,et al.

The 83th Annual Meeting of the Japanese_Society of_Hematology

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

CTX-712, a novel CLK inhibitor targeting myeloid neoplasms with SRSF2 mutation

骨髄性腫瘍の遺伝子変異による転写異常の解明と新規治療法の開発

EPOR/JAK/STAT Pathway is a Promising Therapeutic Target in Acute Erythroid Leukemia

Combined landscape of single-nucleotide variants and copy-number alterations in clonal hematopoiesis: analysis in 11,234
Japanese individuals.

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
The 80th Annual Meeting of the Japanese Cancer Association（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

MDS2021（招待講演）（国際学会）

Seishi Ogawa

June Takeda ,  Seishi Ogawa,et al.

Tomonori Hirano, Nobuyuki Kakiuchi, Yasuhide Takeuchi, Toshihiko Masui, Yuichi Shiraishi, Satoru Miyano, Norimitsu Uza, Yuzo
Kodama, Atsuhiro Masuda, Takeshi Tanaka, Hiroshi Seno, Tsutomu Chiba, Seishi Ogawa

Masahiro M Nakagawa12, Ryosaku Inagaki123, Yutaka Kuroda4, Yasuhito Nannya1, Zhao Lanying15, Yotaro Ochi1, June Takeda1,
Xingxing Qi1, Akinori Yoda1, Ayana Kon1, Tetsuichi Yoshizato6, Nobuyuki Kakiuchi1, Hideki Makishima1, Shuichi Matsuda4 and
Seishi Ogawa156

TThe 80th Annual Meeting of the Japanese Cancer Association

The 80th Annual Meeting of the Japanese Cancer Association

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

Disease Progression Biology

EPOR/JAK/STAT Pathway is a Promising Therapeutic Target in Acute Erythroid Leukemia

Genetic analysis of synchronous or metachronous multiple pancreatic cancers

Distinct pathogenesis of clonal hematopoiesis revealed by single-cell sequencing.

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
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Yoichi Fujii, Yusuke Sato, Hiromichi Suzuki, Yusuke Shiozawa, Tetsuichi Yoshizato, Kenichi Yoshida, Yuichi Shiraishi, Tohru
Nakagawa, Hiroaki Nishimatsu, Toshikazu Okaneya, Masashi Sanada, Hideki Makishima, Satoru Miyano, Yukio Homma, Haruki Kume,
Seishi Ogawa

Yoichi Fujii, Yusuke Sato, Hiromichi Suzuki, Yusuke Shiozawa, Tetsuichi Yoshizato, Kenichi Yoshida, Yuichi Shiraishi, Tohru
Nakagawa, Hiroaki Nishimatsu, Toshikazu Okaneya, Masashi Sanada, Hideki Makishima, Satoru Miyano, Seishi Ogawa, Haruki Kume

Yoichi Fujii, Yusuke Sato, Hiromichi Suzuki, Yusuke Shiozawa, Tetsuichi Yoshizato, Kenichi Yoshida, Yuichi Shiraishi, Tohru
Nakagawa, Hiroaki Nishimatsu, Toshikazu Okaneya, Masashi Sanada, Hideki Makishima, Satoru Miyano, Seishi Ogawa, Haruki Kume

American Association for Cancer Research Annual Meeting 2020

European Urology Association Annual Meeting 2020

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

Functional characterization of compound DDX41 germline and somatic R525H mutations in the development of myeloid
malignancies

Distinct molecular subtypes and a high diagnostic urinary biomarker of Upper Urinary Tract Urothelial Carcinoma

Molecular subtypes and novel diagnostics of upper urinary tract urothelial carcinoma,

Distinct molecular subtypes and  a high diagnostic urinary biomarker of  upper urinary tract urothelial carcinoma

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題
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2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第108回日本泌尿器科学会総会

62nd ASH Annual Meeting and Exposition

25th Congress of EHA

Yoichi Fujii, Yusuke Sato, Hiromichi Suzuki, Yusuke Shiozawa, Tetsuichi Yoshizato, Kenichi Yoshida, Yuichi Shiraishi, Tohru
Nakagawa, Hiroaki Nishimatsu, Toshikazu Okaneya, Masashi Sanada, Hideki Makishima, Satoru Miyano, Seishi Ogawa, Haruki Kume

Ryunosuke Saiki, Tetsuichi Yoshizato, Yasuhito Nanya, Yukihide Momozawa, Chikashi Terao, Yuichi Shiraishi, Kenichi Chiba,
Hiroko Tanaka, Atsushi Niida, Seiya Imoto, Koichi Matsuda, Takayuki Morisaki, Yoshinori Murakami, Yoichiro Kamatani,
Michiaki Kubo, Satoru Miyano, Hideki Makishima, Seishi Ogawa

Ryunosuke Saiki, Tetsuichi Yoshizato, Yukihide Momozawa, Chikashi Terao, Yuichi Shiraishi, Kenichi Chiba, Hiroko Tanaka,
Koichi Matsuda, Takayuki Morisaki, Yoshinori Murakami, Yoichiro Kamatani, Michiaki Kubo, Satoru Miyano, Hideki Makishima,
Seishi Ogawa

Ryunosuke Saiki, Tetsuichi Yoshizato, Yukihide Momozawa, Chikashi Terao, Yuichi Shiraishi, Kenichi Chiba, Hiroko Tanaka,
Koichi Matsuda, Takayuki Morisaki, Yoshinori Murakami, Yoichiro Kamatani, Michiaki Kubo, Satoru Miyano, Hideki Makishima,
Seishi Ogawa

The 79th Annual Meeting of the Japanese Cancer Association

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

上部尿路上皮癌の変異に基づく分子病型分類とその臨床応用の可能性

Combined Landscape of Gene Mutations and Copy Number Alterations in Clonal Hematopoiesis: Analysis in 10,612 Japanese
Individuals

INTEGRATED LANDSCAPE OF GENE MUTATIONS AND COPY NUMBER ALTERATIONS IN CLONAL HEMATOPOIESIS: ANALYSIS IN 10,852 JAPANESE
INDIVIDUALS

Integrated Analysis of Gene Mutations and Copy Number Alterations in Clonal hematopoiesis
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2020年

2020年

2020年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

62nd ASH Annual Meeting（国際学会）

第79回日本癌学会学術総会

第82回日本血液学会学術総会

 ３．学会等名

Masahiro M Nakagawa, Ryosaku Inagaki, Yasuhito Nannya, Zhao Lanying, Yotaro Ochi, June Takeda, Xingxing Qi, Akinori Yoda,
Ayana Kon, Nobuyuki Kakiuchi, Hideki Makishima, Shuichi Matsuda and Seishi Ogawa

Masahiro M Nakagawa, Ryosaku Inagaki, Yutaka Kuroda, Yasuhito Nannya, Zhao Lanying, Yotaro Ochi, June Takeda, Xingxing Qi,
Akinori Yoda, Ayana Kon, Nobuyuki Kakiuchi, Hideki Makishima, Shuichi Matsuda and Seishi Ogawa

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Ryunosuke Saiki, Tetsuichi Yoshizato, Yukihide Momozawa, Chikashi Terao, Yuichi Shiraishi, Kenichi Chiba, Hiroko Tanaka,
Koichi Matsuda, Takayuki Morisaki, Yoshinori Murakami, Yoichiro Kamatani, Michiaki Kubo, Satoru Miyano, Hideki Makishima,
Seishi Ogawa

Masahiro M Nakagawa, Ryosaku Inagaki, Yutaka Kuroda, Yasuhito Nannya, Zhao Lanying, Yotaro Ochi, June Takeda, Xingxing Qi,
Akinori Yoda, Ayana Kon, Nobuyuki Kakiuchi, Hideki Makishima, Shuichi Matsuda and Seishi Ogawa

The 82nd Annual Meeting of the Japanese Society of Hematology

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

Early Clonal evolution of myeloid malignancies.

Distinct pathogenesis of clonal hematopoiesis revealed by single-cell RNA/DNA sequencing

Landscape of Gene Mutations and Copy Number Alterations in Clonal Hematopoiesis

Distinct pathogenesis of clonal hematopoiesis revealed by single cell RNA sequencing integrated with highly sensitive
genotyping method

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題
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2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
25th Congress of the European Hematology Association（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

25th Congress of the European Hematology Association（国際学会）

Masahiro M Nakagawa, Ryosaku Inagaki, Yutaka Kuroda, Yasuhito Nannya, Zhao Lanying, Yotaro Ochi, June Takeda, Xingxing Qi,
Akinori Yoda, Ayana Kon, Nobuyuki Kakiuchi, Hideki Makishima, Shuichi Matsuda and Seishi Ogawa

June Takeda, Ogawa Seishi et al.

June Takeda, Ogawa Seishi et al.

June Takeda, Ogawa Seishi et al.

The 79th Annual Meeting of the Japanese Cancer Association

The 82nd Annual Meeting of the Japanese Society of Hematology

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

Distinct pathogenesis of clonal hematopoiesis revealed by high throughput single cell RNA sequencing integrated with highly
sensitive genotyping method

JAK STAT Pathway is a Promising Therapeutic target in Acute Erythroid Leukemia

急性赤白血病に対するJAK STAT パスウェイ阻害薬の有用性の検討

_NOVEL MOLECULAR PATHOGENESIS AND THERAPEUTIC TARGETS IN ACUTE ERYTHROID LEUKEMIA

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題
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 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題
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 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

63nd ASH Annual Meeting and Exposition（国際学会）

The 79th Annual Meeting of the Japanese Cancer Association

The 79th Annual Meeting of the Japanese Cancer Association（招待講演）

June Takeda, Ogawa Seishi et al.

Hirona Maeda, Nobuyuki Kakiuchi, Ito Takashi,Eri ogawa, Masahiro Shiokawa, Norimitsu Uza, Yoko Tanaka, Yasuhito Nannya,
Hideki Makishima, Shinji Uemoto, Satoru Miyano, Seishi Ogawa

Seishi Ogawa

Seishi Ogawa

The 79th Annual Meeting of the Japanese Cancer Association（招待講演）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Genotype-Phenotype Relationships and Therapeutic Targets in Acute Erythroid Leukemia

Clonal expansion in bile duct associated with chronic inflammation

加齢に伴うゲノム異常と発がん

Mutaions in normal tissues
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2020年
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2021年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第31回日本消化器癌発生学会総会（招待講演）

第84回日本皮膚科学会東京支部学術大会　（招待講演）

第41回メディコピア教育講演シンポジウム（招待講演）

 ３．学会等名

Seishi Ogawa

Seishi Ogawa

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Seishi Ogawa

Seishi Ogawa

関西医科大学大学院セミナー（招待講演）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

がんの起源について

造血器腫瘍を対象とする遺伝子パネル検査

がんの起源について

がんの起源について

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題
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 ２．発表標題
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 ３．学会等名
The 82nd Annual Meeting of the Japanese Society of Hematology

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

CVMW2020（招待講演）

Seishi Ogawa

Xingxing Qi, Masahiro M Nakagawa, Ryosaku Inagaki, Sosuke Sumiyoshi, Tomoe Nakagawa, Yasuhito Nannya, Zhao Lanying, Hisashi
Tsurumi，Hideki Makishima, and Seishi Ogawa

Xingxing Qi, Masahiro M Nakagawa, Ryosaku Inagaki, Sosuke Sumiyoshi, Tomoe Nakagawa, Yasuhito Nannya, Zhao Lanying, Hisashi
Tsurumi，Hideki Makishima, and Seishi Ogawa

Xingxing Qi, Masahiro M Nakagawa, Ryosaku Inagaki, Sosuke Sumiyoshi, Tomoe Nakagawa, Yasuhito Nannya, Zhao Lanying, Hisashi
Tsurumi，Hideki Makishima, and Seishi Ogawa

25th Congress of EHA

The 79th Annual Meeting of the Japanese Cancer Association

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

Cancer mutations in normal tissues

Clonal heterogeneity and evolution of MPN revealed by single-cell RNA/DNA sequencing

Clonal heterogeneity and evolution of MPN revealed by single-cell RNA/DNA sequencing

Clonal heterogeneity and evolution of MPN revealed by single-cell RNA/DNA sequencing
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 ２．発表標題
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American Association_for Cancer Research_Annual Meeting 2019.Atlanta, USA（国際学会）

American Association for Cancer Research Annual Meeting 2019（国際学会）

AACR Annual meeting 2019 (Atlanta, USA)（国際学会）

Yoshikage Inoue, Nobuyuki Kakiuchi, Kenichi Yoshida, Yusuke Shiozawa, Yuichi Shiraishi, Kenichi Chiba, Tetsuichi Yoshizato,
Hiroko Tanaka, Ai Okada, Satoshi Nagayama, Satoru Miyano, Yoshiharu Sakai and Seishi Ogawa

Yasuhide Takeuchi, Annegret Kunitz, Hiromichi Suzuki, Kenichi Yoshida, Yuichi Shiraishi, Teppei Shimamura, Kenichi Chiba,
Hiroko Tanaka, Nobuyuki Kakiuchi, Yusuke Shiozawa, Akira Yokoyama, Tetsuichi Yoshizato, Kosuke Aoki, Yoichi Fujii, Hideki
Makishima, Hironori Haga, Satoru Miyano, Frederik Damm, Seishi Ogawa

Tomomi Nishimura, Kenichi Yoshida, Yukiko Kawata, Yasuhide Takeuchi, Nobuyuki Kakiuchi, Yusuke Shiozawa, Kosuke Aoki,
Masahiro Hirata, Tatsuki R. Kataoka, Takaki Sakurai, Satoko Baba, Yuichi Shiraishi, Kenichi Chiba, Kengo Takeuchi, Hironori
Haga, Satoru Miyano, Masakazu Toi, Seishi Ogawa

Tatsuki Ogasawara, Yoichi Fujii, Masanori Fujimoto, Yusuke Shiozawa, Hiromichi Suzuki, Tetsuichi Yoshizato, Kenichi Yoshida,
Yuichi Shiraishi, Kenichi Chiba, Hiroko Tanaka, Hideki Makishima, Satoru Miyano, Tomoaki Tanaka, Seishi Ogawa

American Association for Cancer Research Annual Meeting 2019, Atlanta, USA（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Mutational landscape of colorectal cancer with POLE gene mutation・ポスター

Myxofibrosarcoma is characterized by frequent abnormalities in TP53 and increased genetic instability

Clonal evolution of non-malignant proliferative lesions into breast cancers（ポスター）

Genetic analysis of pheochromocytoma
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 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第56回日本臨床分子医学会学術集会（招待講演）

第30回日本医学会総会 2019 中部（招待講演）

15th MDS Symposium（国際学会）

 ３．学会等名

小川誠司

Rurika Okuda, Ogawa Seishi., et al.

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Nobuyuki Kakiuchi, Ogawa Seishi., et al.

小川誠司

AACR Annual Metting 2019

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

がんの起源について

Distinct ethnic, clinical, and genetic characteristics of der(1;7) in myelodysplastic syndromes.(Poster)

Genetic analysis of pancreatic  neoplasms grade 3

特別講演「がんの起源について

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題
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 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
24th Congress of European Hematology Association（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Th 15th International Symposium on Myelodysplastic Syndromes, Copenhagen, Denmark（国際学会）

Yasuhito Nannya, Ogawa Seishi., et al.

竹内 康英, Chantana Polprasert, 垣内 伸之, 吉田 健一, 真田 昌, 秋田 直洋, 竹田 淳恵, 藤井 陽一, 鈴木 啓道, 南谷 泰仁, 白石
友一, 千葉 健一, 田中 洋子, 宮野 悟, Ponlapat Rojnuckarin, 小川 誠司, 牧島 秀樹

Seishi Ogawa

Seishi Ogawa

第108回病理学会総会

The 10th JSH International（招待講演）（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

Molecular characteristics that predict response to azacitidine therapy（Poster）

孤発例の皮下脂肪織炎様T細胞リンパ腫でも高頻度でTIM3の胚細胞変異を認める

Germline DDX41 mutations in the Japanese populations（口頭）

Clonal hematopoiesis in Aplastic anemia

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題
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 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

24th Congress of European Hematology Association（国際学会）

24th EHA Congress, Amsterdam,（国際学会）

第27回日本乳癌学会学術総会（東京）（国際学会）

Ayana Kon Yasuhito Nannya, Keisuke Kataoka, Manabu Nakayama, Haruhiko Koseki, Masashi Sanada, Hideki Makishima, Marshall
Masahiro Nakagawa, Seishi Ogawa

June Takeda , Ogawa Seishi., et al.

Tomomi Nishimura, Kenichi Yoshida, Yukiko Kawata, Yasuhide Takeuchi, Nobuyuki Kakiuchi, Yusuke Shiozawa, Kosuke Aoki,
Masahiro Hirata, Tatsuki R. Kataoka, Takaki Sakurai, Satoko Baba, Yuichi Shiraishi, Kenichi Chiba, Kengo Takeuchi, Hironori
Haga, Satoru Miyano, Masakazu Toi, Seishi Ogawa

Seishi Ogawa

The XVIIIth KICancer-StratCan Retreat（招待講演）（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Biological characterization of the U2af1 S34F mutation in the pathogenesis of myelodysplasia

NOVEL MOLECULAR PATHOGENESIS AND THERAPEUTIC TARGET IN ACUTE ERYTHROID LEUKEMIA(Poster)

Clonal evolution of non-malignant proliferative lesions into breast cancers（口頭）

Clonal expansion in non-cancer tissues（口頭）



2019年

2019年

2019年

2019年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

The 78thAnnual_Meeting of the Japan_Cancer Association,_Kyoto

第78回日本癌学会学術総会

第78月回日本癌学会学術総会, 京都, 日本

 ３．学会等名

竹内 康英, 鈴木 啓道, 吉田 健一, 白石 友一, 垣内 伸之, 塩澤 裕介, 井上 善景, 千葉 健一, 牧島 秀樹, 宮野 悟, 羽賀 博典, Damm
Frederik, 小川 誠司

June Takeda , Ogawa Seishi., et al.

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Seishi Ogawa

Yoshikage Inoue, Nobuyuki Kakiuchi, Kenichi Yoshida, Yusuke Shiozawa, Yuichi Shiraishi, Kenichi Chiba, Tetsuichi Yoshizato,
Hiroko Tanaka, Ai Okada, Satoshi Nagayama, Satoru Miyano, Yoshiharu Sakai and Seishi Ogawa

QOL-ONE IV Annual Conference（招待講演）（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

粘液線維肉腫にみられるTP53の異常と著明な遺伝的不安定性

急性赤白血病のゲノム解析と治療標的　(oral)

Molecular profiles in Myelodysplastic Syndromes（口頭）

Clinical and Genetic Characteristics of Colorectal Cancer with POLE Gene Mutation・口頭

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題
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 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
78th Japanese Cancer Association

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第78回日本癌学会学術総会（京都）

Tomomi Nishimura, Kenichi Yoshida, Yasuhide Takeuchi, Nobuyuki Kakiuchi, Yusuke Shiozawa, Tatsuki R. Kataoka, Takaki
Sakurai, Kengo Takeuchi, Hironori Haga, Satoru Miyano, Masakazu Toi, Seishi Ogawa

Ryosaku Inagaki, Masahiro M Nakagawa, Yasuhito Nannya, Xingxing Qi, June Takeda, Akinori Yoda, Ayana Kon, Hideki Makishima,
Seishi Ogawa

佐伯 龍之介、塩澤 裕介、吉里 哲一、南谷 泰仁、竹田 淳恵、吉田 健一、白石 友一、千葉 滋、石川 隆之、宮野 悟、牧島 秀樹、小川
誠司

Rurika Okuda, Ogawa Seishi., et al.

The 78th JCA conference

第78回日本癌学会学術総会, 京都, 日本

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

Clonal evolution of proliferative lesions into breast cancers（口頭）

Analysis of mechanisms underlying clonal evolution in MDS to sAML transformation by single-cell sequencing

骨髄系腫瘍におけるコピー数異常と遺伝子変異の統合解析

Distinct ethnic, clinical, and genetic characteristics of der(1;7) in myelodysplastic syndromes.(Poster)

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題
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2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

81st  Japanese Society of Haematology

The 81st Annual Meeting of the Japanese Society of Hematology, Kyoto

第81回日本血液学会学術集会、東京、日本

Rurika Okuda, Ogawa Seishi., et al.

Yasuhito Nannya, June Takeda, Hiroko Tanaka, Kenichi Chiba, Yuichi Shiraishi, Masahiro Nakagawa, Hideki Makishima, Kenichi
Yoshida, Shigeru Chiba, Yasushi Miyazaki, Kazuma Ohyashiki, Satoru Miyano, and Seishi Ogawa

Ryunosuke Saiki, Ogawa Seishi., et al.

竹内 康英, Chantana Polprasert, 垣内 伸之, 吉田 健一, 真田 昌, 秋田 直洋, 竹田 淳恵, 藤井 陽一, 鈴木 啓道, 南谷 泰仁, 白石
友一, 千葉 健一, 田中 洋子, 宮野 悟, Ponlapat Rojnuckarin, 小川 誠司, 牧島 秀樹

第81回日本血液学会学術集会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Distinct ethnic, clinical, and genetic characteristics of der(1;7) in myelodysplastic syndromes.(PlenarySessioin)

Novel combinations of genetic events and subtypes in myeloid tumors revealed by Integrated analysis

骨髄系腫瘍におけるコピー数異常と遺伝子変異の統合解析

孤発例の皮下脂肪織炎様T細胞リンパ腫でも高頻度でTIM3の胚細胞変異を認める
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2019年

2019年

2019年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第81回日本血液学会学術集会

The 81st JCA conference 2019, Tokyo, Japan

The 7th Mcgill-Kyoto Training course & Symposium（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

Ryosaku Inagaki, Masahiro M Nakagawa, Yasuhito Nannya, Xingxing Qi, Zhao Lanying, June Takeda, Akinori Yoda, Ayana Kon,
Hisashi Tsurumi, Hideki Makishima, Seishi Ogawa

Seishi Ogawa

 ２．発表標題

 ２．発表標題

June Takeda , Ogawa Seishi., et al.

Hiroo Ueno, Ogawa Seishi., et al.

The 81th Annual Meeting of the Japanese_Cancer_Association, Tokyo, Japan

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

Analysis of mechanisms underlying clonal evolution of AML by a new single-cell sequencing platform

On the Origin of Cancer

NOVEL MOLECULAR PATHOGENESIS AND THERAPEUTIC TARGET IN ACUTE ERYTHROID LEUKEMIA (Oral)

Clinical significance of TP53 mutations in pediatric B cell acute lymphoblastic leukemia

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
The 61st Annual Meeting and Exposition of American Society of Hematology, Orlando, USA（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

XXIX IACRLRD SYMPOSIUM　IACRLRD2019（招待講演）（国際学会）

Seishi Ogawa

垣内 伸之, 内野 基, 木原 多佳子, 赤木 宏太朗, 井上 善景, 長山 聡, 横山 顕礼, 平野 智紀, 竹内 康英, 越智 陽太郎, 塩澤 裕介,
片岡 圭亮, 中川 正宏, 依田 成玄, 南谷 泰仁, 牧島 秀樹, 白石 友一, 千葉 健一, 真田 昌, 三好 弘之, 坂井 義治, 桜井 孝規, 羽賀
博典, 廣田 誠一, 池内 浩基, 竹内 理, 宮野 悟, 妹尾 浩, 小川 誠司

小川 誠司

Akinori Yoda, Daisuke Morishita, Akio Mizutani, Hirokazu Tozaki, Yotaro Ochi, Yoshihiko Satoh, Yasuhito Nannya, Hideki
Makishima, Hiroshi Miyake and Seishi Ogawa

第42回日本分子生物学会年会

第50回記念高松宮妃癌研究基金国際シンポジウム（招待講演）（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

Clonal Origin of Cancer

潰瘍性大腸炎における上皮細胞の陽性選択

A Unique Mechanism of Cancer Immune Evasion via the Disruption of PD-L1 3’-UTR（口頭）

CTX-712, a novel CLK inhibitor targeting myeloid neoplasms with splicing factor mutations (Oral)

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

61st ASH Annual Meeting & Exposition, Orland, FL（国際学会）

61st ASH Annual Meeting & Exposition, Orland, FL（国際学会）

61st ASH Annual Meeting & Exposition, Orland, FL（国際学会）

Yasuhito Nannya, Ogawa Seishi., et al.

June Takeda , Ogawa Seishi., et al.

June Takeda ,Ogawa Seishi., et al.

Ryunosuke Saiki, Ogawa Seishi., et al.

The 61st Annual Meeting and Exposition of American Society of Hematology, Orlando, USA（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Molecular characteristics that predict response to azacitidine therapy (Poster)

Novel molecular pathogenesis and

therapeutic targets in acute erythroid leukemia (Oral)

Integrated Analysis of Copy-Number Alterations and Gene Mutations in 2,000 Patients with Myeloid Neoplasms



2019年

2019年

〔図書〕　計0件

〔産業財産権〕

〔その他〕

６．研究組織

(14301)

https://www.kyoto-u.ac.jp/ja/research-news/2022-08-05-1 
https://www.kyoto-u.ac.jp/ja/research-news/2021-07-09-1 
https://www.med.kyoto-u.ac.jp/research/field/doctoral_course/r-006 
http://plaza.umin.ac.jp/kyoto_tumorpatho/ 
https://researchmap.jp/7000009356/ 
https://www.med.kyoto-u.ac.jp/organization-staff/research/doctoral_course/r-006/ 
http://plaza.umin.ac.jp/kyoto_tumorpatho/ 
https://researchmap.jp/7000009356/ 
https://www.med.kyoto-u.ac.jp/organization-staff/research/doctoral_course/r-006/ 
http://plaza.umin.ac.jp/kyoto_tumorpatho/ 
https://researchmap.jp/7000009356/ 
https://www.med.kyoto-u.ac.jp/organization-staff/research/doctoral_course/r-006/ 
http://plaza.umin.ac.jp/kyoto_tumorpatho/ 
https://researchmap.jp/7000009356/

所属研究機関・部局・職
（機関番号）

氏名
（ローマ字氏名）
（研究者番号）

備考

研
究
分
担
者

中川　正宏

(Nakagawa Masahiro)

(10431850)

京都大学・医学研究科・特定准教授

San Antonio Breast Cancer Symposium 2019（San Antonio, USA）（国際学会）
 ３．学会等名

 ３．学会等名

Ryosaku Inagaki, Masahiro M Nakagawa, Yasuhito Nannya, Xingxing Qi, Lanying Zhao, June Takeda, Akinori Yoda, Ayana Kon,
Hisashi Tsurumi, Hideki Makishima, Seishi Ogawa

Tomomi Nishimura, Kenichi Yoshida, Nobuyuki Kakiuchi, Yasuhide Takeuchi, Yukiko Kawata, Hirona Maeda, Yusuke Shiozawa,
Kosuke Aoki, Masahiro Hirata, Tatsuki R. Kataoka, Takaki Sakurai, Satoko Baba, Yuichi Shiraishi, Kenichi Chiba, Kengo
Takeuchi, Hironori Haga, Satoru Miyano, Masakazu Toi, and Seishi Ogawa

62nd American Society of Hematology Annual Meeting（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

Analysis of mechanisms underlying clonal evolution of AML by a new single-cell sequencing platform

Clonal evolution of proliferative lesions into breast cancers

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



６．研究組織（つづき）

７．科研費を使用して開催した国際研究集会

〔国際研究集会〕　計0件

８．本研究に関連して実施した国際共同研究の実施状況

共同研究相手国 相手方研究機関

研
究
分
担
者

江藤　正俊

(Eto Masatoshi)

(90315078)

九州大学・医学研究院・教授

(17102)

研
究
分
担
者

依田　成玄

(Yoda Akinori)

(70335454)

京都大学・医学研究科・特定准教授

(14301)

研
究
分
担
者

南谷　泰仁

(Nannya Yasuhito)

(60451811)

東京大学・医科学研究所・教授

(12601)

研
究
分
担
者

牧島　秀樹

(Makishima Hideki)

(40402127)

2024年1月1日より、信州大学へ異動京都大学・医学研究科・准教授

(14301)

(31201)

研
究
分
担
者

昆　彩奈

(Kon Ayana)

(20772403)

京都大学・医学研究科・助教

(14301)

氏名
（ローマ字氏名）
（研究者番号）

所属研究機関・部局・職
（機関番号）

備考

研
究
分
担
者

片岡　竜貴

(Kataoka Tatsuki)

(20343254)

岩手医科大学・医学部・教授


